
武庫川守レポート No５（2014/1/23）                   武庫川づくりと流域連携を進める会 
Ｖｅｒ４掲示版に示された全工事が開始され一部の工事は終盤を迎えた。掲示版に載っていなかった河口部の第 2
期浚渫工事も始まった。第 1 期矢板護岸工事区域では年末から年始にかけて土嚢積み工事まで終わり掘削工事の準

備は整ったと思われるのに何故か工事は停滞してる様子。 
全工区を通じ、桜、エノキ、センダン、そのた雑木は伐採されたが、微妙なところで松の伐採は免れ、楠やエノキ

などの大木も工事に支障をきたす枝は大幅に剪定されたが、出来るだけ残すような工夫が見られる。 
堤防の一部が掘削され、堤防の素材が見える。場所によって多少の違いはあるが、堤防の素材は基本的に砂質であ

るが、がれきや何かの残土を積み上げたような印象を受ける。堤外に気をとられ堤内の工事前も情報を取り損ねた 

 
①河口部で第 2 期浚渫工事が始まった。 

 
②土嚢積み以降工事が止まったように見える掘削区域。 

 
③第２工区矢板打ち区間も一部埋め戻しがはじまった。 

 
④小松南町のドレーン工法工事が始まる。 

 
⑤小松東では法面工事が終わり 10ｍの矢板打ち開始。 

 
⑥南武庫之荘で矢板打ちが終わり傘コン工事も終盤 
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⑦南武ポンプ場付近でドレーン工法工事が始まる。 

 
⑧ほぼ完成した武庫元町のドレーン工事。 

 
⑨武庫豊町でドレーン工法工事が始まった 

 
⑩樋ノ口町のドレーン工法工事現場。 

 

 
全工区内で唯一伐採された武庫豊町の松 
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